
（仮称）まちだ未来づくりビジョン2040素案　修正箇所

№ ページ 修正前 修正後 修正内容

1 38
財政見通しについては、推計を実施した結果を掲載する予定で
す。

2021年度（令和３年度）の当初予算において、町田市の歳入の大
宗を占める市税は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う景気悪化
の影響などから、2020年度当初予算と比較して、約50億円減少
する見込みです。
一方、歳出では、事業の優先順位付けはもとより、実施時期の見
直しや、事業の縮小、廃止など抜本的な見直しを行いつつ、市民
の生活や市内の経済活動を支える施策を最優先するとともに、
キャッシュレス決済の導入など、アフターコロナを見据えたデジタ
ル化等の新たな課題に対応していくための事業や、まちの魅力向
上につながる事業を柱に、行政関与の必要性や、緊急性、費用
対効果が高い事業を選択し、町田市の未来につながる予算編成
を行っています。
今後の財政見通しとしては、過去のリーマンショックなどの経験か
ら、市税収入が一定程度まで回復するには、多くの時間を要する
ものと見込んでいます。今後、数年間は、地方交付税や市債など
に依存せざるを得ず、自律的な財政運営が困難になるものと見
込んでおり、更に、国からは2021年１月に、「緊急事態宣言」が再
度発出されるなど、先行きが不透明な状況であり、推計が困難で
あるため、現在、財政収支の見通しを精査しています。
そのため、2022年度から2031年度までの歳入（市税、譲与税・交
付金等、基金繰入金など）、歳出（人件費、扶助費、繰出金、経常
事業費、政策的事業費など）の一般財源については、現時点で想
定し得る前提を踏まえたうえで、2021年４月に報告する予定で
す。

文言修正

2 48
子育て支援に関する情報が多くある中で、その情報を知らない方
もいるため、周知の活動推進が課題です。

子育て支援に関する情報が多くある中で、その情報を知らない方
もいるため、周知の活動推進が課題です。また、情報発信ツール
の整理や統合をしていく必要があります。

文言修正

3 50
 「子育て安心プラン」が公表され、2018年度から2022年度末まで
に、女性の就業率80％に対応する約32万人分の保育の受け皿を
整備することとしました。

「新子育て安心プラン」が公表され、2021年度から2024年度末ま
でに、女性の就業率82％に対応する約14万人分の保育の受け皿
を整備することとしました。

文言修正

4 50
０～11歳までの人口推移は、2019年までの５年間で2,683人減少
しており、今後も減少傾向は続くことが見込まれます。

０～11歳までの人口推移は、2020年までの５年間で約3,600人減
少しており、今後も減少傾向は続くことが見込まれます。

文言修正

5 51

すべての保育を必要としている子育て家庭が、必要としている保
育サービスを受けられることが求められています。その上で、地
域間の供給バランスを考慮しながら適切な保育施設を整備し、多
様な働き方に対応した保育サービスを提供する必要があり、保護
者の選択肢を増やすための取り組みを行っていきます。

すべての保育を必要としている子育て世帯が、必要としている保
育サービスを受けられることが求められています。このことを踏ま
え、保護者の多様な働き方に対応した選択肢を増やすための取
り組みを行っていきます。

文言修正

6 51 また、財政状況も踏まえ、新設園の設置だけでなく また、新設園の設置だけでなく 文言修正

7 53 将来の夢や目標を持っている生徒の割合 将来の夢や目標を持っている児童・生徒の割合 指標修正

8 55
大人を対象とした意見聴取や検討の機会に、子どもたちが参画で
きるよう連携を進めていきます。

大人と共に子どもたちが意見聴取や検討の機会に参画できるよう
連携を進めていきます。また、子どもの参画を推進することで、ユ
ニセフが主唱する「子どもにやさしいまちづくり」を実現します。

文言修正

9 56
中学校で新学習指導要領が全面実施されること。小学校では第
３・４学年の外国語活動、第５・６学年の外国語

中学校で新学習指導要領が全面実施されました。小学校では３・
４年生の外国語活動、５・６年生の外国語

文言修正

10 56
やや低い現状です。小学校６年生の学力は

文言修正

11 56
現状があります。

－ 削除

12 57
み、予測困難なこれからの社会に対応できる力 なこれからの社会に子どもたちが対応できる力

文言修正

13 57

全国学力学習状況調査等を分析し、一人１台のタブレット端末に
より、個別最適化を取り入れて、学力向上推進プランを改定・推
進し、児童・生徒の学力向上を推進するとともに、対話形式の学
習機会を増やすなど、主体的・対話的で深い学びを実現する授業
改善を推進します。

全国学力・学習状況調査等を分析するだけでなく、一人１台のタ
ブレット端末配備により、個別最適化を取り入れた、第４次学力向
上推進プランを策定・推進します。児童・生徒の学力向上を推進
するとともに、対話形式の学習機会を増やすなど、主体的・対話
的で深い学びを実現する授業改善に取り組みます。

文言修正

14 57 コミュニケーション能力の育成に重心を置いた コミュニケーション能力の育成に重点を置いた 文言修正

15 57 多様な場となるように仕組み 多様な場となるような仕組み 文言修正

16 60 ２　学校評価共通評価項目の前年度比較 ２　学校に行くのが楽しいと思う児童・生徒の割合 指標変更

17 60 町田市立小中学校学校評価報告書 全国学力・学習状況調査 出典資料変更

18 60 平準化について 平準化が 文言修正

19 60 学校における運営体制 学校の運営体制 文言修正

20 60
築40年以上が42校、築50年以上が11校を占めており、施設の整
備や改修、改築を計画的に行う

築40年以上が48校、築50年以上が13校を占めており、施設の整
備や改修、建替えを計画的に行う

文言修正

21 60 文言修正

22 60 － せられています。また、家庭環境が多様化するなかで、保護者か
らは全員給食を求める要望が寄せられています。

追加

資料４
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23 61
なく、多様な人々が学校につどい、教育活動への支援や放課後
活動、地域活動その他の市民活動を通じて、市民が交流し活動
する地域の核となるような新たな学校づくりを推進する必要があり
ます。

－ 削除

24 61 むかという視点を踏まえた学校全体でのカリキュラムのマネジメン
ト力が求められています。

－ 削除

25 61 －

児童・生徒数の減少や学校施設の老朽化が進行する将来におい
ても、夢や志をもち、自ら学び、自ら考え、目標に向かってたくまし
く生きることのできる力を育むために、学校統廃合等を契機とした
改築を行う学校において、学校に通学して学ぶ意味を踏まえた質
の高い学校施設環境を整備する必要があります。

追加

26 61

学校統廃合を含めた通学区域の見直しを契機として、今後の町
田市立学校における「学校教育の場」「市民生活の拠点」「放課後
活動の拠点」としての学校のあり方を見据えた新たな学校づくりを
推進し、質の高い教育環境を実現します。
町田市立学校個別施設計画に基づき、機能維持を目的とした中
規模改修や機能向上を目的とした長寿命化改修並びに改築を計
画的に進めます。また、ライフサイクルコストの縮減及び予算の平
準化を図り、計画的に老朽化対策を進め、学校施設に求められる
機能・性能を確保し、児童・生徒の学習環境の向上を図ります。

「町田市新たな学校づくり推進計画」及び町田市立学校個別施設
計画に基づき、学校統廃合等を契機とした市立学校の機能維持
を目的とした中規模改修や機能向上を目的とした長寿命化改修
並びに建替えを計画的に進めます。また、ライフサイクルコストの
縮減及び予算の平準化を図り、計画的に老朽化対策を進め、学
校施設に求められる機能・性能を確保し、児童・生徒の学習環境
の向上を図ります。
中学校給食については、成長期の中学生全員に安全・安心で、
栄養バランスが整えられた「温かい給食」の提供を早期に実現す
るため、「全員給食・給食センター方式」を導入します。

文言修正

27 61 ２　学校マネジメントの強化 ２　学校のマネジメント力の強化
施策推進の方向タ
イトル名修正

28 61

部活指導員の配置の拡充や、服務管理システムや旅費システム
の開発を通じて、多忙化する教員のワークライフバランスを確立
します。
子どもたちに身についている力や地域の現状等を踏まえて、計画
をたて、取り組みを実施し、評価・改善を図るPDCAサイクルの確
立に取り組みます。また、運営協議会委員が適切に外部評価で
きるようにサポートしていきます。

校務の見直しや専門的な知識をもった人材等を適切に活用する
ことで、複雑かつ専門的な教育ニーズに対応できる組織体制を整
備します。

文言修正

29 62 文言修正

30 68 ICT技術が普及する ICTが普及する 文言修正

31 73
企業など多様な主体が地域課題を共有して解決を目指す活動が
広がり

企業など多様な主体の活動が市内各地域で広がり 文言修正

32 78 習得する機会が必要とし 習得する機会が必要だとし 文言修正

33 78 今後修得したい 今後習得したい 文言修正

34 78 他社 他者 文言修正

35 80
機会があればスポーツを実施したいと考える人が増加することが
考えられます。

機会があればスポーツを実施したいと考える人が増加することが
考えられるため対応をする必要があります。

文言修正

36 80
子どもが増えると、スポーツ実施率が減少することが考えられま
す。

子どもの増加に伴うスポーツ実施率減少に対応する必要があり
ます。

文言修正

37 84
高齢になっても元気な方がいる一方、支援を必要とする方もいる
中で、人生の豊かさを感じながら地域で暮らすことができるよう

高齢になっても人生の豊かさを感じながら地域で暮らすことがで
きるよう

文言修正

38 86
「平成30年度介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業）
の実施状況に関する調査」において、町田市の介護予防に資す
る通いの場の総数は、多摩26市で１位となっています。

「令和元年度介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業）
の実施状況に関する調査」において、町田市の介護予防に資す
る通いの場の総数は、多摩26市で2位となっています。

文言修正

39 86 町田市の認定者数は、 町田市の要支援・要介護認定者数は、 文言修正

40 89

在宅療養の充実や、医療・介護連携における課題の解決を図る
ため、医療と介護の専門職団体が参画する協議会を開催します。
また、在宅医療・介護連携に関する事業について、医療と介護の
連携支援センターが町田市内の各地域を担当する地域包括支援
センター（高齢者支援センター）を後方支援し、取り組みを促進し
ます。

在宅療養を必要とする高齢者に対し、医療と介護サービスを切れ
目なく一体的に提供するため、医療・介護連携に関する情報の集
約や課題整理を行い、医療と介護の専門職が参画する協議の場
で課題解決を図るなど、医療・介護連携の強化に向けた取組を推
進します。

文言修正

41 89 「認知症とともに生きるまち」のイメージの形成、
「認知症とともに生きるまち」の目指すべき姿を示した「まちだアイ
ステートメント」の

文言修正

42 94 アイディア アイデア 文言修正

43 95

住民自身が地域の課題を話し合う地区別懇談会を実施するとと
もに、地域で把握した困りごとを適切な支援機関につなぐソーシャ
ルワーカーを導入し、地域からの相談に十分に応えることのでき
る相談支援体制を構築します。

市民・企業・行政等が地域の課題を話し合う機会を創出します。
そして、地域で把握した困りごとを適切な支援機関につなぐことが
できるよう地域における相談支援体制を構築します。

文言修正
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44 98 市内で排出される温室効果ガスの削減や、 地球温暖化対策や 文言修正

45 98 環境を維持・向上して 環境が受け継がれて 文言修正

46 98
国は、2050年までに80％の温室効果ガス排出削減を掲げていま
す。

国は、2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロとする目標
を打ち出しています。

文言修正

47 99 自分事 自分ゴト 文言修正

48 102 誰もが安全で安心して 誰もが安心して 文言修正

49 102
生社会の実現に向け、高齢者、障がい者等の円滑な移動等に配
慮した建築設計標準の改正、バリアフリー法、公共交通機関の旅
客施設・車両等に関するバリアフリー整備ガイドライン等の改正
が行われました。

－ 削除

50 102

した支援ニーズに対応するため、「重層的支援体制整備事業」を
新事業として実施することとしました。ここでは、Ⅰ相談支援、Ⅱ
参加支援、Ⅲ地域づくりに向けた支援を実施する事業を創設し、
特に地域づくりに向けた支援では多分野協働のプラットフォーム
を構築するとしています。

－ 削除

51 102 他国と比較すると、世界と比べ 世界と比べ 文言修正

52 103 － 法律により、市民後見人の育成と活用について一層の充実を図
ることが求められています。

追加

53 103

で地域との地区別懇談会を市と町田市社会福祉協議会の共催で
開催しています。懇談会には2017～2019年度で1,000人を超える
方が参加していますが、若年層や企業の参加が少ない状況にあ
ります。また、懇談の中で提案された課題解決の方向性や具体
的取り組みの実行に向けた支援が求められています。

－ 削除

54 103 －
までの延べ件数）で、多摩26市中1番目となっています。

追加

55 103
層ユニバーサルデザインの推進が求められています。

－ 削除

56 103
することが見込まれていることから、行政に加え、地域の人や団
体、法人が主体がとなって、課題を解決する仕組みの構築が求
められています。

－ 削除

57 103 同性カップルを婚姻と同等と認める「パートナーシップ制度」 自治体が同性カップルを認証する「パートナーシップ認証制度」 文言修正

58 103 －
込まれる中、ますます成年後見制度の利用のニーズは高まってく
ると考えられます。また、親族以外の第三者後見人等の需要も増
加することが見込まれます。

追加

59 104 ２　必要な人が必要なサービスにつながる環境づくり ３　権利擁護支援の充実
施策推進の方向タ
イトル名変更・順
番入替

60 104
地域の困りごとを早期に把握するため、身近な地域の助け合い・
支え合い活動と協働し、早期に支援へつなげます。また、地域で
誰もが困りごとを相談できる相談支援体制の構築を図ります。

判断能力が低下した方も、住み慣れた地域で暮らし続けることが
できるよう、成年後見制度の利用を支援します。また、成年後見
制度の利用を促進するため、地域を支える市民後見人を育成し、
その活動を支援します。

文言修正

61 104 ３　障がいに応じた配慮や支援 ２　障がいに応じた配慮や支援
施策推進の方向タ
イトルの順番入替

62 104 また、その一環で、法令等や相談窓口を周知するなど また、併せて、法令等や相談窓口を周知するなど 文言修正

63 110 － き、地域の多様な輸送資源を総動員して、まちづくりと連携した地
域公共交通ネットワークを形成することが求められています。

追加

64 110
通、健康増進等が重要な課題となっています。 よる環境や交通課題の解決、健康増進等が求められています。

文言修正

65 110
ない持続可能な開発が求められています。

－ 削除

66 110 － 化が開始し、高速・大容量・低遅延・多接続の通信を活かした
様々なサービスの拡大が期待されます。

追加

67 111 十分でない 十分ではありません 文言修正

68 111 －
どの立地が拡大しています。

追加

69 111 MaaSなど MaaS、次世代通信など 文言修正

70 116 ４つの大規模公園 ４つの大規模な公園 文言修正
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71 132 い層にも、気軽に意見を発信してもらえる機会を増やす必要があ
ります。

やす必要があります。
文言修正

72 132 事業立案に活用していく必要がある。 事業立案に活用していく必要があります。 文言修正

73 132
ンデータカタログサイトを立ち上げ、データの検索・利用がしやす
い環境の整備を進めています。データやツールの整備をゴールと
せず、活用・推進していく必要があります。

市民や事業者がデータの検索・利用がしやすい環境の整備を進
めています。行政データが様々な場面で利活用されるよう、オー
プンデータコンテンツを更に充実していく必要があります。

文言修正

74 132
なくてもできるようにする必要があります。 ことが求められています。

文言修正

75 133 個人情報の保護 個人情報の保護等 文言修正

76 136 社会的課題が発現し、前例のない対応に 社会的課題が発現し、今後も前例のない対応に 文言修正

77 136
す。 する必要があります。

文言修正

78 136 から、ICTの導入や活用に必要な人材の育成・確保が課題となり
ます。

成・確保が課題となります。
文言修正

79 136 「組織風土の醸成」「人事制度の整備」という課題に取り組んでい
く必要があります。

「組織風土の醸成」「人事制度の活用」という課題に取り組んでい
く必要があります。

文言修正

80 136
求める声が多く挙げられています。 ています。

文言修正

81 136
※プラットフォーマーとは、主体的な活動がおこるための土台とな
る環境（プラットフォーム）や組織間のつながりをつくる役割を担う
人材をいう。

－ 脚注へ移動

82 136
危機管理体制の強化やテクノロジーを活用した効率化、組織や
業務の見直しなどを行い、社会環境の変化や災害などの緊急時
にも即応できる強くしなやかな組織を構築します

危機管理体制の強化やICTを活用した業務の効率化、組織体制
等の見直しを行い、社会環境の変化や災害などの緊急時にも即
応できる強くしなやかな組織を構築します

文言修正


